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平成17(2005)年1月末現在、日本の商業用原子力発電所は53基、4712.2万キロワット。

これは、アメリカ、フランスについで世界の３番目になっています。

全発電電力量に占める原子力発電の割合は、平成15年度で、約25.7％

「考えよう、日本のエネルギー」 (経済産業省 資源エネルギー庁編集 パンフレット)
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１． 原子核はいつ、どこで、どのようにして作られる？

自然界 宇宙初期とその後

人工的には
核融合と核分裂

２． 原子核の構造は？

原子核の種類はなぜ～１００ ？

原子核研究のテーマ

これは本当？
核子

中性子

陽子なぜ鉄が多い？

原子核の中には、なぜ中性子があるの？
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「かに星雲」の鮮明写真、ハッブル宇宙望遠鏡が撮影

米宇宙望遠鏡科学研究所によると、２４回分の撮影データを集めて
詳細な姿を浮かび上がらせた。
オレンジ色の部分は主に水素から成り、青っぽい部分は酸素が広がっ
ている。
かに星雲のこれまでの写真に比べ、周囲に広がる糸状の部分などがく
っきりと見える。
かに星雲は１０５４年に見られた超新星爆発の残骸（ざんがい）。

地球から６５００光年先にあり、６光年の範囲に広がっている。

2005年12月06日15時15分

星の最期の大爆発（超新星爆発）の名残を伝える
「かに星雲」を、ハッブル宇宙望遠鏡でとらえた鮮
明な写真が１日、公表された。

ハッブル宇宙望遠鏡がとらえた
「かに星雲」の鮮明な姿
＝米航空宇宙局など提供



This mosaic image, one of the largest ever taken by NASA's Hubble 
Space Telescope of the Crab Nebula, is a six-light-year-wide 
expanding remnant of a star's supernova explosion. Japanese and 
Chinese astronomers witnessed this violent event nearly 1,000 years 
ago in 1054, as did, almost certainly, Native Americans.



1609年～



天喜２年４月中旬以後の丑の時、客星はオリオン座の三ツ星に現れ東方に見えた。
おうし座のゼータ星の近くで輝き、明るさは木星のようであった。

日本の記録としては、有名な歌人である藤原定家の日記「名月記」に記録され ている。

ただし、定家は、１１６２年に生れで、定家が宮中にあった天文の記録を見て、これ
を名月記に 引用したのである。定家は、天文学の分野においても立派な貢献をした...
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